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要約:大 学生 の多様化 に起 因す る諸 問題の うち、最 も深刻な問題 は然 したる 目的 もな く義務教 育感 覚で大学

に進 学 して来た学生の扱 いであ る。 筆者は、 この問題解 消の処方箋について、本学の教育講師生活2年 間を

通 じて研 究 して きた。そ こで分 かった ことは、本学が、今 展開 してい る初年次教育 としてのスダデ ィスキル

ズや2年 次以降のキ ャ リア教育を再考 ・改善 してい くことは大学の責任を果たす 上で勿 論必要な ことではあ

るが、それ以上 に小学校 、中学校 、高校 と連携 しなが ら 「大学 と連動す る教育」 のあ り方を探 ってい くこと

が本 来の大学 の役割(使 命)で あ る学 問の高度化 を 目指す 上で も、社会 に貢献 して行 く上で も必 要不 可欠 だ

との認識 に至った。H25年 度は この よ うな考 えに もとついて、本 学のキ ャ リア教育に携 わ る一方、小学校 ・

中学校 ・高校 への訪 問授 業 も積 極的に取 り入れて行 きたい。

1.緒 言

この春で、大学の教員 となって3年 目を迎 え る。

この間大学では、初年次教 育 としてのスダデ ィスキ

ル ズや2年 次 以降のキャ リア教育を担 当 しなが ら、

大学全入 時代 の象徴 的な現象 で あ る 「学 生の多様

化」に関わ る諸 問題の処方箋 を研 究 して きた。

筆者 は、大学生が学び舎 を巣立 った後 、社会 人 と

して 自立 し、豊 かな人 生を送 って行 くには ど うした

らよいか、とい う認識 の下に大学での初年 次教 育を

含めたキ ャ リア教育 とい うもの を考 え、授 業を実施

してい る。授業 では特 に、社 会人 と して時代 の変化

に悼 さす だ けの生 き方 よ りも、む しろ 自分の抱 く
"夢"の 実現 に向けて

、時代 の変 化に抗す る場 面 も

想定 しなが ら一生 にわた ってそ の実現努 力 を惜 し

まない生 き方 の大切 さを説 いてい る。 この理 由は、

大学生に とっての学生生活は、夢 の実現 手段 のプ ロ

セスの一つであ ることを理解 し、豊かな人生を送 る

基本 条件 だ と認識 して もら うことにあ る。

したがって 、"夢"が 実 現す るか否か 、つ ま り、

社 会 に出て か ら自立 して豊 か な人 生 を送れ るか否

かは、大学生活 を戦 略的に送 ることができ るか ど う

かにかかってい る。学生生活 を戦 略的に送 ることが

できた学生は、学生 生活 で学んだ ことを足掛 か りに、

社会 に出 てか らも"夢"の 実現 に努力 してい ける基

盤 を持 った ことにな る。 よって、"夢"は 大 学で勉

強 してい くた めも、社 会人 と して 自立 してい くため

に も必要 である。"夢"を 実現 してい く構想 力 こそ

が戦略的 な学生生活 を送 る基本条件 となる。

今、前述 した よ うに人生 は"夢"の 実現プ ロセス

だ とい う考 え方 に立 って、大学生の多様化 に関わ る

諸問題 を眺 める と、大学のキ ャ リア教育で最 も必要

と され るこ とは大学生 の"夢"実 現構 想力の貧困 さ

を何 とか しなけれ ばな らない こ とに思い 当たる。筆

者 は、 この状況 を本学紀要の第9巻Dで すでに指

摘 した とお りで あ り、この ことが学生の多様 化の諸

問題の うち最 も重要で 、喫緊の課題だ と考 えてい る。

そ こで 、大学 のキャ リア教育 を、学生 の"夢"実

現 の構 想 力を育む もの だ と位 置づ ける とそ の前 段

で ある小学校 ・中学校 ・高校(以 下、小 ・中 ・高 と

称す)で の学 び もまた重要 になって くる。今 回は、

本学 キャ リア教 育のあ り方(そ の2)と して、 「大

学 と連動す る小 ・中 ・高教育のあ り方」とい うテー

マで論 じて見たい。

2.夢 の実 現 構 想 力 と戦 略 的 学 生 生 活

キャリア教育において、大学生の多様化に関わる

諸問題の うち、最 も重要で喫緊の課題は、大学生の
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夢 実現構想 力の貧 困 さだ と指摘 したが、この理 由は

次の通 りであ る。ここ2年 間にわたって、本 学の新

入 生 と接 して気づいた ことを以下に述べ る。

i)多 くの学生 は、自分 のや りたい ことや夢 を持

って大学に入学 して来 る。少 な くとも半数 以上

は この よ うな学生であ る。 …Aタ イプの学生

ll)一 方 、自分の"夢"と か"や りたい こ と"が

分か らない と答 える学生 も少なか らずい る。そ

うい う学生は この大学4年 間で"夢"を 見つけ

ると答 える。 …Bタ イプの学生

一般 に
、大学 とい うところは 自由で 自発 的 な思

考 ・行動 が求め られ、履修科 目も自分で選 択 ・決め

なければな らない。上記 のAタ イ プの学生 は、大学

の 自山で 自発 的な雰囲気 に早 く馴染みやす く、早 く

か ら自分の意思で思考 ・行動 ができ るよ うになる。

一方
、Bタ イ プの学生 は、何の 目的 もな しに大学

に来てい る訳けであ るか ら、自由で 自発的に思考 ・

行 動 をす る とい うこ とが学 生 に とって は苦痛 とな

るのであ る。結局 、Bタ イプの学生は義 務教育感 覚

の生活か ら抜け出す ことが難 しく、選択や意 思決定

を先 送 りして しま う傾 向にあ る。

筆者 は、大 学での初年次 教育や キャ リア教育 とは、

社 会人 と して 自立 し豊かな人生 を送 るために、既 に

夢 を持 つAタ イプ の学生 に対 しては彼 らが持 つ夢

を さらに深 掘 りさせ るための ものであ り、また、目

的 もな しに大 学 に来 たBタ イプ の学生 に夢 の大切

さを早 く気付 かせ るた めの ものであ る と考 えてい

る。実際、学 びの 目的を早期 に認識 できた学生ほ ど、
"夢"と い うものの意 味を理 解 し"夢"の 実現 に向

かって早 くか ら取 り組 んで行 くことがで きる。何 か

の 目的に向か うか らこそ、学生は社 会の動 きに も関

心を寄せ 、戦 略的な学生生活 を送 ろ うとす るのであ

る。 他方、学び の 目的を認識 で きない学生 たちは、

小学校 か ら中学校 へ 「ところてん式」に進 んだ よ う

に、中学か ら半ば義務 教育化 した高校 に も安 易に進

学 し、さらには、高校 か ら大学へ の進 学 もまた義 務

教育感覚であった ことを物語 る。

筆者 は、この よ うな義務教 育感 覚か ら抜 け出せ な

い学生 がい る とい う現実 こそが多様 化 の諸 問題 の

中で も、最 も重要 な課題 であ り、最 も喫緊に解 決 し

なければな らない課題 であ ると理解 す る。したがっ

て、このよ うな課題 を放置 してお くこ とが、ますま

す 大学生の多様 化 を野放 しす ることに もな り、更な

る大学の大衆化を招 くことにな ると考 える。学問の

高度化 とい う本来大学が果たすべ き役割を阻害 し

た り、学問を通 じて社会に貢献するとい う理念もま

た阻害されると考えている。

よって、大学での学びとは彼 ら自身の夢を実現す

るための構想力を育み、大学生を戦略的な大学生活

に向かわすよう仕向けることで、学びの質を高める

ことだと認識できる。大学生が戦略的な学生生活を

送れるか どうかは今も昔も小 ・中 ・高か らの教育の

積み重ねにかかっているのである。

3.中 ・高 教 育 の 実 際 と課 題

3.1何 故 、小 ・中 ・高 の教育 を問題 にす るか

前項で は、大学 にお ける教育のあ り方 を大学生の

多様化に 関わ る諸問題 と絡 めて論議 した。この 中で、

大学 で学ぶ意 義 を十分理解 しないま ま義 務教育 感

覚 で大学 に進 学 した学生 の 中には決 して学 力が低

いわ けで はない が、何 を したいか分か らないまま偏

差値で入れ る大学(学 科)に 振 り分 けられた と思っ

てい る学生 がい ることこそが 問題 だ と指摘 したい。

このことは、大学 単独 の問題 とい うよ りは、む しろ

初等教育 か ら蓄積 され てきた 問題な ので ある。

結局、高校か ら大学に進学す るとい う時に 自分の

進路選択や意思決定 を先送 りし、学生が義務 教育感

覚で大学 に進学 できた こ とは 、結果的 に社 会の成 熟

や価値観 の多様化 が、若者 のモ ラ トリアム計1化 を

経済 的に も道 徳的 に も許容 してい るかの よ うに見

える。

ここで 、日本 の若者 と外 国の若者 それ ぞれ が、い

つ の時点 で 自分 のキャ リア ビジ ョンを固めたか、興

味深 い比較デー タが昨秋 、 日本経済新 聞2)に 紹 介

された。 これ を図1に 示す。

図1.若 者 のキ ャ リア ビジョン決 定の時期

これに よれば 、日本 の若者 は大学や大学院で80%

近 くがキ ャ リア ビジ ョンを決 めるの に対 し外 国の
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若者 は大学 生にな るまでに80%近 くが キャ リア ビ

ジ ョンを設 定 してい る。

ま た、同 じく昨秋 、 日本 経済新 聞3)に は、H24

年3月 に大学を卒業 した若者(約56万 人)の うち

15.5%に あた る8万6千 人が就職 も進 学を しなかっ

た と報 じた。 この うち、40%は 働 く意欲 のない若者

(ニー ト)で あったが、60%は 就職 の準備 を したけ

れ ども在学 中に仕事 は見つ か らなかっ た と してい

る。このこ とは、日本の学 生が全 体的にキ ャ リア ビ

ジ ョンを決 めるこ とが遅 い ことと無関係 ではな く、

日本 の学生 自身 の就職 活動 に対す る認識 の甘 さや

準備 不足があった ことが伺 える。

以上の ことを踏 ま えると、大学入 学後 の学生の進

路選択 につ いては 当然 大学 がそ の指 導責任 を負 う

のであ るが、大学進学希望者全入 の時代 では、若者

が 自 らの キャ リア ビジ ョンの構想や 意思決 定 を先

のば し して きた高校 側の事情 も見逃 す こ とは でき

ないのであ る。

3.2訪 問授 業等で見た 中 ・高教育 の実 際

筆者 は、大学 と連動す る小 ・中 ・高教育のあ り方

を探 ろ うと、本学が推進す る訪 問教育事 業を活 用 し

て昨年初 めて高知県内の 中学校(小 規模校)と 高校

(工業高校)そ れ ぞれ各一校 において訪 問授 業を行

うチ ャンスを得 た。また、高知県内外を問わず 、高

校 生が行 う各種課題研究発 表会に積極的 に参加 し、

情報 収集 を行 った。 その概 要 を以下に示す。

(1)訪 問授 業に よる中 ・高生徒の状況

この授 業では、「君の夢 は何 ですか」をテーマに、

過 去の著名 な創 業者や 歴 史上の人物の"夢"を い く

つか例 に とり、"夢"を 持 つ ことの大切 さを若者 に

伝 えることが 目的であった。
"夢"と い うものは何 も特別 な 「何か」ではな く

、

も とをただせ ば手 が届 きそ うもない著名 な人物 の
"夢"で あ

って も 「身近 な者 のために何 かを したい」

とい う心根 であ った とす る筆 者 な らで はの解 釈 を

伝 えた。その心根 こそが"夢"の 原型 であ ることを

理解 し、自分で も"夢"が 持 てそ うだ とい うことを

確 信 して も らう試 みであった。 そ うい う事情 か ら、

中 ・高 とも授 業の構成 は敢 えて同 じもの と した。

この訪 問授業 にお け る生徒 の反応 が どの よ うな

ものであったかを知 るために、授 業か ら2か 月ほ ど

経 ってか ら中 ・高それ ぞれ の担 当の先 生にア ンケー

ト調 査を行 った。 その結 果の概 要 を表1に 示す。

これに よれ ば、高校 では 「"夢"と い うものを理

解 し、よ り前 向きに進路 を捉 えるよ うになった」と

す る前向きな報 告であったが、中学校 か らは 「著名

人 の夢で はなく当 日の講師(筆 者)の 夢が語 られ る

とよかっ た」 とい う"あ ま り関心が湧かな かった"

こ とを伺 わせ る意味合い の報告で あった。
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表1.中 ・高訪問授業 のア ンケー ト結果(概 要)

同 じ構成 の授業で、この よ うに生徒 の反応 に違い

が生 じた要因 とは何か 、その ことについて若 干以下

に考察す る。まず 、高校生 に対 しては"筆 者"な ら

で はの編集方針 でま とめた著名人の個 々の夢(客 観

的事象)を 聴 くことに よって、事象間の本質的な因

果関係 を推論 し、結論 として 「身近な者のた めに何

か を したい とい う心根 がこそ が"夢"の 原 型であっ

て、これ な ら自分 でも"夢"が 持 てそ うだ」と理解

したか らではな いか と考 え られ る。尚、中学生の反

応が あま り芳 しくなか った要因 は、中学生の事象間

の 因果 関係 を推論す る力が高校生 ほ どには発達 し

ていなか った可能性が考 え られ る。

筆者に とって初 めて の今回 の訪問授業で は、自ら

試みたい こ ともあって 中 ・高同 じ構成 で授 業 を行 っ

たが、今後は もっ と工夫 したい。例 えば、訪 問先 中

学校 の先生 か らご指 摘い ただい た よ うに、生徒 が
"夢"を 抱 くき

っか け とな るな らば 「筆者」の"夢"

に まつわ る実例 を も示 しなが ら授業 を展 開 したい。

また、訪 問先 高校 の先生 か らは、今後 も今回 のよ う

な専門分野以外 の学習(勉 強の意義や 目的 を持っ大

切 さな ど)を 訪 問授 業 と して受 け入れたい との こと

な ので、 もっ と対象 を広 げア プローチ したい。

(2)産 業教育 関係 学科等 に学ぶ高校生の実際

高知県 内の産業教育 関係 学科等(商 業科や工業科、

農業科な ど)に 学ぶ 高校生 を対象 に、生徒の 自主的

研究活動 を活性化 し、産業教育の振興 を図 る目的で

高校生 の課題研究発表 会言+2が行 われ参加 した。 そ

の概要は下記の通 りで ある。

i)発 表 内容 は、例 えば、地域 の特産物に着 目 し、
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それを用いた商品のマーケティ ング活動 を ど

うす るか、あるい は、特産物 を用いて新 しい用

途(製 品)開 発 を ど う行 ってい くか、といった

もので、それ ぞれ高校 生の 目線 で一生懸命 取 り

組 んでいた。

ll)総 じて今回 の課題研究発表会 では、テーマに

重点を置いた発表であ ったが、開催 目的に もあ

るよ うに、 「地域 の産業に ど うかかわってい く

か」、 「自分の将来設 計 にど う影響 を与 えるの

か」、 といった ことまで考察す ると生徒の構想

力は"よ り"高 ま ったのではないか と考 え る。

(3)建 設系教育を学ぶ高校生の実際

高知県内の建設系教育(建 築科、土木科)を 学ぶ

高校生を対象に、様々な発表を通 じ、自らの知識や

考える力を養 う目的で高校生の課題研究発表会計3

が行われ参加 した。その概要は下記の通 りである。

i)発 表内容 は、例 えば、近年 の 自然災害 、と り

わ け、東 日本大震 災の教訓を踏 まえて減災をテ

ーマに、自分 たちができ ることを高校 生の 目線

で一生懸命 取 り組 んでいた。

ll)総 じて今回 の課題研究発表会 では、前述 した

実業高校 と同様 にテーマに重点 を置いた発表

であったが、開催 目的 にもあるよ うに、 「自分

の知識 は ど う変わったか」、「自分の考 える力が

ど う高 まったか」、「自分の将 来設計 に ど う影響

を与 えるか」といった ことまで考察 す ると生徒

の将来構 想は"よ り"ア ピールできたのではな

いか と考 える。

(4)県 外 の普通科高校 にみ る生徒の実際

地 方小都 市の 中核校 であ るA高 校言+4は、少子 高

齢 化 と若 者 の都 会へ の流 出が続 く中、 間 もな く再

編 ・統合 され る運命 にある。そんなA高 校理数 科の

年 一回定例課 題研 究 発表会of5に 参加 した。そ の概

要は下記 の通 りであ る。

i)A高 校 では、"SSH指 定校"の 活動 を基 軸に

地域 の小 ・中学校や地 元の大 学 と"連 携"し 「ふ

るさとの"意 思 ある学び"」 計6と い う独創 的な

活動を同窓会 と共に展開 してい る。

ll)こ の課題研 究発表は、地域 の"意 思 あ る学 び"

と して、市民 に開放 され る。地域 の 自然や 地域

社 会 といった身近な ところに関心や興味 を見

出 し、意欲的な調査 ・分析(フ ィール ドワー ク)

を経 て研究 をま とめてい た。

血)研 究内容は、例 えば、化学反応 を扱 う研 究で

は比較的高度 な化学 の専 門知識 が必要 であっ

た し、地域 を扱 う研 究ではその切 り口を地域 と

密 接 に関わ る生物や方言 、温泉土産な どを取 り

挙 げてお り、斬新 な取 り組みで あった。

1V)総 じて、取 り組 みが高度 で斬新 であっただけ

に課題 も多 く、特 に 「研 究の背景 」や 「研究の

目的」、「結果の考察」、「今後 の課題」な ど構想

力 を問 う部分 に若干説明不足が見 られ た。

v)全 体 としては、高度で斬 新なテーマに意欲 的

に取 り組ん だこ とは評価 でき、これ らの取組み

は少 なか らず生徒 の発奮材料 となって 、さ らに

大学へ の関心 を呼ぶ もの と確信す る。

3.3訪 問授業 ・課題研 究発表 会に見 る課題

今、地方 に必要 とされ るのは、地域 の衰退 とい う

流れ に抗 し、真 に地域 の活性化 を誘発 す るよ うな対

策で ある。

ところが、今回の訪 問授 業や 高校 生の課題研 究発

表会 に参加 して分か ったこ とは、テーマに重点 を置

いた発表 に終始 してお り、課 題発表会の 目的 にもあ

る 「自分 の未来 の設計 に ど う影響 を与えたか」、「研

究 の背景 、研 究の 目的は何 か」、「結果の考察 を した

か」、「今後 の課題 は何か」とい うことにはあま り言

及 されてい なか った こ とで ある。こ うい うことでは、

高校生 の課題研 究発表 その ものが知識偏重 に陥 り、

真 に地域 の活 力 を生み 出す 原動力 には成 り得 ない

のではな いか と危惧せ ざるを得 ない ので ある。

例 えば、戦後間 もな く始まった我が国の農村集 落

を対象に した過疎対策 で さえ、多 くの資金 を投入 し

なが らも見るべ き成果 が得 られ なかった。 それ故、

も う10年 、 さらに10年 といったよ うに10年 スパ

ンで過疎対策 を40年 間 も追加 ・継続 して きたので

あ る4)。それで も一向に過疎化 の進 展 に歯止 めはか

か らない。 この よ うな状況 に陥 っている ことこそ、

知識偏重型 の教育 の限界 を示す もの で、地域 の課 題

解決 には何 ら役 に立た ないの である。

そ んな思 い通 りにいか ない地域 の過疎 対策や 地

域 の活性化政策 であっても、その言葉 の裏 には、一

旦 は進学や就職 で地域外 に流 出(グ ローバル化)し

た若者 を地域 にUタ ー ン(mカ ル化)し て欲 しい

とい う意味が込 め られ てい る。 しか し、本来、グロ

ーバ ル化 とローカ ル化 とは相反す る概念 で あるか

ら、これを一緒に考 えること自体矛盾 す るものであ

る。しか しなが ら、この よ うな意味合い を理解 しっ

.:



つ、地域活性化政策 を真 に有効 な もの と成す ために

は、グローバル化 とローカル 化 とい う相矛盾 した概

念 を融合せ ざるを得ず 、そのためのメカニズムが必

要 とな る。これ までに筆者 が得 た知 見によれ ば、こ

の矛 盾 を解 消す る方 法は唯 一生命 の仕組 み3)に 求

め ることができ る。

今 、本当に地域活性化や我 が国の再 生を新 たな コ

ンセプ トで切 り開 く人材 が必要 となってお り、そ う

い う人材 は生命 の仕組 み理解 し地域 や 国の活性 化

のためにそれを応 用でき得 る人材 の ことであ る。そ

のた めには必 要な 人材 を育成 し得 る教育 システム

を構 築 ・整備 す ることが 喫緊 の 課題 となる。 実 際

フィール ドに出て、訪 問教 育や 高校 生の課題研 究発

表 会に参加 して初 めてわか るのであ る。

3.4知 識 を活かす身体化 を伴 う学 びの意 味

筆者 が初 めて経 験 した 中 ・高の訪 問授 業において、

人類 が これ まで に獲得 してきた論理 的思考 能力 の

人間個体への注入度合いは、年齢や身体 の成長度 合

いに よって左 右 され ることを見出 した。また、高校

生の課題研 究発表 会か らは、フィール ドワークを伴

う学びが生徒の理解 力 とか、自発性 を よ り向上 させ

てい る様 子 も伺 えた。

この よ うな体験 か ら、人類 が これまで進化 を繰 り

返 しなが ら獲得 してきた能 力 を人 間個体へ 注 入す

ることとは、単 なる知識 を学ぶ のではな く、身 体化

を伴 う学びであ ることをここに確認 してお きたい。

身 体化 を伴 う学び といえば、大林言+7の人間 の心

性 の発達(系 統的発 達、個体 的発達)6)を 思 い起

こす。この心性 の発達 とい う概念 を活用す る と、こ

れまで長 い時間をかけて人類が狩 りや農耕 、出産な

どを通 じて蓄積 してきた 「道具 を使 う、時間的順 序

付 け、可逆的思考、情報 の次 元変換 」な どの系統的

発 達(社 会的発 達)を 、子 供の頃の遊 びや親 の手伝

いを通 じて 「言 葉の発 達、直感的思考、帰納 法的/

演繹 的思考、時 間の概念や 対称性 の理解」な どの個

体的発達(個 人的発達)と して 自然 に身 につけてき

た と解釈 で きる。 このメカニ ズム を図2に 示す。

この図 は、大林の心性 の発達 のメカニズ ム註8を

参考 に筆 者 が心の発 達 と教 育 との関係 を考慮 しな

が ら、加 筆 し作成 した ものであ る。

この図を見 ると、大学 に 目的 もな しに入学 して来

る学生を少 なか らず見受 けるとい うことは、前段 の

小 ・中 ・高時代 に人類 の体系的発 達が年齢相応 に身

体化 されていない可能性 を考 えつ く。それ は、身 体

的には十分に発 育 していて も、条件 が整 わない と論

理 面 ・精神 面での体 系的発達 が上手 く人間個体 に引

系
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図2.心 の発達 と学校教育

き継 げな かった り、発達が標準 よ り遅れた りす ると

い うことが起 き得 るこ とを意味す る。っ ま り、生徒

/学 生のモ ラ トリアム化 に気 が付 くので ある。

この こ とは、大学 において も高度 な知識 ・技術の

開発 ・研 究 に挑 戦 してい くには 当然それまでの体系

的発達は 、単 に知識 としてだけではな く、身体化 さ

れ使 い こな され た もの にな っていな けれ ば な らな

い こ とを意味 してい る。これ を比喩的 に表現すれば、

一度 自転車 の乗 り方 を覚 え る と後 は意識 しな くと

もいつで も上手 に乗れ る し、高度な 曲芸に まで も挑

戦可能 となるよ うなもので ある。

中 ・高へ の訪 問授 業を行 った り、高校生の課題研

究発表会 を聴い た りして、中 ・高教育や大学教育が

抱 え る共通 の課題 とは こ うい うところにあ るのだ

と実感 した次第 である。

4.初 等 ・中 等 教 育 と 高 等 教 育 との 連 携

4.1意 識す る世界 の中の 日本

地域 の衰退 とか活性 化 とか地域 社会 に関す る課

題 は、教育問題 を抜 きに語れ ない。教育問題 は、社

会 の深い ところで政治 ・経済 ・文化 ・文明 ・歴史 と

関係 し合 ってい るか らである。したがって、今我々

が直面す る地域 の衰退 な ど文化 ・文明 に関わ る課 題

の解決に あた っては、教育 との関わ りを決 して避 け

て通れない。ここでは、特に近世か ら最近世 に焦点

を当て、我が国 の歴史観 を整理 してお きた い。

18世 紀後 半に産 業革命 が ヨmッ パ の島国で芽

生 えたが 、その うね りは西洋文明 として19世 紀か

ら20世 紀 にか けて地球 を駆 け巡った。それは、あ

た か も台風 が周 りを破 壊 しな が ら成長 して い くよ

うに、産業革命 とい う鋭い利器 を持 った西洋文明 と

い う嵐が 、周辺地域か ら若者 を吸引 しなが ら都 市 を

育て、地球資源 を大規模開発 し、都 市文明化 し、英

国 → 欧州 → 米 国→ 日本 へ と伝 播 、今 もっ て嵐 は
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BRICsを 中心に吹 ま くる。そ の結果、地 球環境 の悪

化 と世界人 口の急 増を引 き起 こ した。都 市文明 とは

そんな莫 大なエネルギー をもつ嵐であ る。

文明 の嵐 が通 り過 ぎた後 の欧 米諸 国や我 が 国で

は、高度経済成 長の時代に終わ りを告 げ、低成 長 ・

成 熟化 の時代 へ と質 的変化 を してきた わけで あ る

が、それ で も都 市へ の若者集 中 と都 市機能 の高度 化

は止 まるところを知 らない。その よ うな経緯 の中で、

地域 の衰退や 地球規模 の 自然破 壊 とい った文 明の

負の部分が21世 紀初頭 に入って一段 と顕 在化 して

い る。つ まる ところ、自然軽 視に よる過度 な 自然 開

発 とい う付 けが回ってきた とも考 え られ る。

そ うい うこともあって、これ までの 自然 の開発一

辺倒 か ら地球環 境 の持 続的 な利用 を 目指 そ うとす

る新 たな国際秩 序(G20)の 動 き も出てきた ところ

であ る。 しか し、西洋文 明(都 市文明)の 享受 が、

地域 の若 者 を吸引 して都 市 が隆盛 した こ とと引き

換 えに、我が国古代か ら続 く、自然 との共生を前提

に した長江 文明 に起源 を もつ 日本 文化註9が 途絶 え

よ うと して いる現状 に危機 感 を募 らせ る人 も多 い。

今 に して こ うい う意識 を我 々 日本 人が もつ こ とこ

そ、我 が国が古の時代 か ら 「世界の 中の 日本」を意

識 し世界の歴 史の 中で発展 して きた証であ る。

あ らためて、世界 の中の 日本 を強 く意識 し、世界

史の 尺度 で我 が国 の未来社会 を洞 察 しなけれ ばな

らない世紀が到 来 した と考 える7)。

4.2我 が国が抱 える課題解決 の糸 口

古代 か ら続 く 日本 文化 が途 絶 え よ うとしつっ あ

る実態は、地方都市 の学校再編 ・統合問題 と共通す

る背 景を持 つ。特 に戦後 、急激 に都 市文明が我 が国

の隅々まで普及 ・浸透 し社会 イ ンフ ラが整備 された

ことに よって、地方 の価値観 が都会 と同等化 し、古

くか らの風 習が破 られた。

この よ うな理 由か ら、都 市周辺や地 方において も

都 会 と同様 に周 りの人間 関係 をあま り気 に しな く

て も物 質的 に も社会 的 にも 自由な生 き方 が可能 と

な り、いい意 味での人 間関係 まで も維持 困難に陥 り

人間関係 が希薄化 した。このよ うなこ とが、地方 と

都 会 との問 に大 き く立 ちはだか ってい た障壁 を解

消 し、地域 か ら人が流 出 し地域 の減退 を招 いた最 大

の要因であ ると考 える。

この ことを、 も う少 し具体的に説明す るな らば、

農 業の機械化 、家事の電化、上下水道 ・道路 ・鉄道

の生活 イ ンフ ラ整備や 通信 イ ンフ ラ整備 に よる都

市文明の享受が、高齢化 した親 たちの地域 での生活

自立 を後押 し し、これ までの狩 りや農耕 、出産 とい

う共同作業 の名残 としてのい わゆる"結"に 代表 さ

れ る強 くて拘 束 力の ある古い絆 を崩壊 に至 らせ し

め、長男を含む若 者 を地域に止 める必然性 を失わせ

た と考 えてい る。この よ うな強い絆の消滅 が若者 を

都市 に出やす く した とい って も過言 ではない。結局、

若者の都市への流 出は 、大地に根付いた土着文化 が

都市文明 に駆逐 され るプロセ スだ と解釈で きる。

この よ うな背景 の下 に、我が国が抱 える重要な課

題 を解決す るた めの糸 口を見 出す には、その原因が

文化 と文 明の戦 いで あるこ とを認識 し、我が国古来

の 文化 の特性 を持続 的 に生かせ る文 明を先ず選 択

す る とい う方向性 を見 出すべ きだ ろ うと考 える。つ

ま り、西洋 文明 ・都 市文明の よ うに人類のエネルギ

ー源 を地球 の ス トック資源 の 開発 一辺倒 に求 め る

文明(文 明的文明)か ら、太陽系の フmエ ネルギ

ー の活 用 と人類 の営み の場 で ある地球 と共存 を可

能 とす る文明(文 化 的文明)に 向 けて舵 を切 り替 え

る段階に来てい るのだ と考 える。

我が国が、この よ うな文化 的文明を受 け入 れてい

くには、誰 もが共有で きる共通 の価値観 、例 えば、

「地球の 自然 を大切 にす る」とい う価 値観 が必要 と

な る。その上 で、自然 を大切に した新たな地域社 会

の"絆"を 形成す るこ とが、異なった価値観 を持 つ

多様な人 間が心 をつな ぎ留 め合 って"ま とま り"を

形成す るこ とを可能 とす る。ただ し、絆は、物質の

世界 の引力 と違 って人 間同± の間 に 自然 に生 まれ

るもので はなく、地域 に暮 らす人々 の"ま とま り"

を復活 させたい とい う"意 志"や お互いの"信 頼"

が重な り合 って こそ生 まれ るもので ある。

この よ うに、地域 をつ なぎ とめ る絆 は、グローバ

ル化社会 では強 くて古 い"協 力 と拘束"型 の絆は似

合わず、緩やかで新 しい"意 志 と信頼"型 の絆 を新

規 に構築す るこ とが必要だ と考 える。これ を戦略論

的 に表現すれば 、自然 を大切 にす るとい う理念 ・ビ

ジ ョンを我 が国の新たな"絆"と すべ きであって、

大 半の国 民が共鳴 し合い我 が 国の一体感 を醸成 す

るこ とが必要だ と考 える。

こ うい う自然 を大切 にす る新 しい型 の"絆"で は、

地域 に住 んでい ても都会 に住 んでい てもこの"絆"

を共有で き、少子高齢化 ・総人 口減少時代の 「地域

活性化(あ るい は、我が国の再生)の ための キー ワ

ー ド」として後述す る 「人 々が地域 と都 会 を還流す

る」 とい うコンセプ トにつな がるわ けで ある。

したが って、我 が国の文化 ・文明の あ り方の選択

に関わ る問題 には、我が国社会 にとって の"絆"の

あ り方 を探 求 してい こ うとす る姿勢 こそがそ の課
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題解 決の糸 口とな ると考 えてい る。

4.3世 界に貢献す るた めの 日本 の要件

我 が国の文化の存亡は、我 が国に古代 か ら続 く文

化 と新 しく上陸 してきた西洋文明(都 市文 明)と の

戦いの行 方に左右 され るもので、大げ さにいえば将

来 を担 う学生 の教育 に我 が国 の将来 が かかっ てい

ると認識す ることか ら始めな ければな らない。そ う

いって も過 言ではない。

この場合 、大学生 の多様化 を就職難 とか、モ ラ ト

リアム化 とか、負 のイメー ジで捉 えるのではな く、

文字通 り学生 の多様 化 を社会 の価値 観 の多様 化 に

対応 させ 、正 のイメー ジで捉 えることが大切にな る。

そ して、教育 によって 、我 が国国民が一体的に共有

で きる ビジ ョンを構 築 し得 る人材や 我 が国文化 の

存亡 を伴 う文化 ・文明の選択 を任せ られ る よ うな見

識 とパ ワー を備 えた人材 を よ り多 く輩 出 しな けれ

ばな らないのであ る。

そのためには、次 に示す4つ の大きな要件 を獲得

していかな ければな らない。

i)第 一の要件:我 が国 が、文化 ・文明の選 択を

迫 られ るよ うな時代 背景 と して、我 が国が高度

な経済社会を構 築 した にもかかわ らず、西洋文

明に浸 りきれずに常に 自然 を意識 す る我が国

国民の心情は、量的 に豊 かな物質的文 明(文 明

的文明)か ら質的 に豊 かな物質 的文明(文 化 的

文明)へ の転換 を知 らず 知 らずの うちに求 めて

いたか らではないか とさえ考 えてい る祖o。

我々 日本人 自身、これ に応 えて行 くべきだ と考

えてい る。

そのためには、来 たるべき社 会の姿を学生に

イ メー ジさせ なが ら 日本の将来や学生 自らの

役割 を構 想 させ 、世界 の中の 日本 の役割 ・使命

を見出 し得 る多 くの人材 を輩出 させて行 くこ

とが急務 であ ると考 える。これが第 一の要件 で

あ る。

ll)第 二 の要件:我 が国では戦 後国民の多 くが都

会に出てサ ラ リーマ ン化 し一億 総 中流な ど と

いわれた よ うに量的に豊かな物質的生活 を手

に入れた。そ して 、その ことが地域 を過疎化 に

向かわせ た り、都会 で も地方 で もサ ラ リーマ ン

化 した多 くの働 き手が便利な生活 を維持 す る

のに男女 とも仕 事に就 き、生活は核 家族化 し少

子化 を招 くことになった。

その ころ、我 が国の経 済大国化 と歩調 を合わ

せ るかの よ うに新 興国の台頭な どもあって我

が国 は高度成長か ら成熟社会 に転 じざるを得

な く高い経済成長 は望 めない状況 となった。そ

んな状況 の中で、世界 にお ける存在感 を低下 さ

せ るこ とな く、我が国が生計 を立てて行 くには、

科学技術立 国 としての存立基盤 を確保す るた

めの若者パ ワーが不可欠 である。結 局、少子化

傾 向 に歯止 めが必要だ と認識 しなけれ ばな ら

ない。 これ が第二 の要件 である。

iii)第 三 の要件:世 界 におけ る存在感 を低 下 させ

るこ とな く我が国 が生計 を立て て行 くも う一

つの道 は、少子化 問題 と同様 に、新 しい価値観

を創造 して いける若者パ ワーが不可欠 であ る。

そん な状況 の中で 、地 中に高密 度で存在 す るス

トックエネル ギー か ら空 間に低 い密度 で分布

してい るフローエ ネル ギーへ の転換 を果たす

た めの技術 開発 を起爆剤 として 、文化(文 明)、

歴史 、先端科 学 ・医療 ・産業 ・情報 、政治 ・経

済 ・経営 、文化 ・芸術な どの分野 に新 しい価値

観 を創 出 し、地球 と共生 し得 る産業への脱皮 を

図 ってい くこ とが不可欠 である。これが第三の

要件 である。

1V)第 四の要件:あ る意味では この よ うなエネル

ギー革命 を リー ドす るこ とが、新 たな社会的価

値 を創造す るこ とにつ なが り、産業の質 を変 え、

新た な成長要因が浮上 して くる とい ってもよ

い。そんな未 来の社会 を構 想 し得 る見識 とパ ワ

ー を持 った人材 を多 く輩 出 し、世論 をつ く り、

我が 国文化 の存亡 を伴 う文化 ・文明の選択 を適

切 に行 って いか なけれ ばな らない。これが第四

の要件で ある。

これ ら上記4つ の要件 を獲得 してい くには、大学

で のキャ リア教育 は勿論、小 ・中 ・高の教育 を通 じ

て、モ ラ トリアム化か らの脱 却 を早い段階か ら指導

す る とともに、合わせ て若者 の多様化 した正の一面

を引き出 してい くこ とが重要 だ と考 える。したがっ

て、大学においてはモ ラ トリアム化 した学生 を大急

ぎで 目を覚 まさせ るこ とは勿論、学生全般 に専門分

野 の学び に加 えて専門分 野 を学ぶ 意味や 社会 での

役割分担 ・使命 を理解 させ るとい う構 想力 を養 う教

育 を徹底 してい かなけれ ばな らない。

5.小 ・中 ・高 教 育 の あ り方

5.1社 会 につ ながる学校 づ く り

複雑な社会 とい うものを、散逸構造 として の"系"

で捉 える と理解 しやす い。こ う考え ることで、学校
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と社会は、フィー ドフォ ワー ド、フ ィー ドバ ックと

い う双方向でつなが り、この時の社 会 と学校 は"系"

と"サ ブシステム"の 関係 であ り、学校 は社会 のサ

ブ システム と して考 えることがで きる。

ここで、生徒 に着 目す る と、生徒 は小 学校 とい う

小 さなサブ システムか ら次第に 中学、高校 、大学 と

い うよ り大 きなサ ブシステ ム を経 由 して不 可逆 的

に社 会に至 る。つ ま り、フ ィー ドフォ ワー ドの関係

を構 築す る。一方 、社会 に出た若者 は企業な どいず

れかのサブ システムに属 し仕 事 をす るので、他 のサ

ブ システムに影響 を与 える。このよ うに して、サブ

システムで あ る学校 もま た社 会 か ら影響 を受 け不

可逆的に変化す る。つ ま り、フィー ドバ ックの関係

を構 築す る。この よ うな関係 を図3に 示 す。ここで、

フィー ドフォ ワー ドの関係 は グローバル化 、フィー

ドバ ックは ローカル 化 に対応 してい る と見イ故す こ

とができ る。

何 を学ぶ か、社会 に出てか ら何 をす るか、とい った

こ とにつ なげるこ とが大切 となる。

この よ うな事情 を鑑み る と、人材 の育成 は大学に

な ってか らあわ てて取 り組ん でも遅 い と感 じる。

多 くの若者 は、地元の高校 を卒業す る と就職や進

学で故郷 を離れ る。 ほ とん どの場合 は、盆 ・正月

に一時的 に帰省す るこ とはあって も"ふ る さと"

にUタ ー ンす るものは ほ とん どいない。

若者は よ り広い世界 に憧れて、不可逆的に故郷を

後 にす るもので ある。地域 の衰退 は、戦後の少子高

齢化の影響 を見過 ごす わけには勿論いかないが、重

要 なのは若者 が地域 か ら一方的 に流 出 して いる こ

となので ある。一旦は就職 や進 学で故郷 を離れた若

者が再び 故郷 に還流す るこ とこそが 、地域 の衰退 を

克服す る有効な道で ある。 この概 念 を図4に 示す 。

〈現状〉 幼児教育→小・中・高教育→大学教育

号

→ 社会

外乱

髄 麹 オグー《
〈今 後 〉 幼1教 育一 小 ・ ・ 教 育 一・大 教 育 → 会

ノ外乱 ローカル化 フィードバック

社会動向を学校教育等に取り込みむ教育

畜

図4.人 材還 流シ ステム(イ メージ)

図3.学 生の多様化へ の対応 イメー ジ

このよ うに、社 会 と双方 向でつ なが る開かれ た

小 ・中 ・高 と大学 である限 りは、生徒が"意 思あ

る学び"に 代表 され る よ うに社会 とっなが る生きた

教育 を受け ることが可能 とな る。少 し本題 か ら外 れ

るか も しれないが、その よ うな開かれた教育の場 で

は、虐 めや暴力 は起 きに くくな ることは間違 いない。

ただ し、学校 が情報 開示 を怠 たるな ど、社会 か ら

学校 が閉 じて しま えば虐 めや 暴力 が蔓延す るこ と

は勿 論、"意 思 ある学 び"は 期待で きない。教 育の

場 は、社会 に開かれ たサブシステムでなければな ら

ないのであ る。

5.2人 材 育成は高校か ら本格 スター ト

学校 は基 本的に開かれ た場で あるか ら、高校 生が

夢 の実現を通 じて世の中に貢献 しよ うと考 えた と

す ると、大学 は高校 と社会 をっなげ る媒 体だ とい え

る。 そんな重要な位 置にあ る大学では あるが、大

学生の中には、偏差値 で振 り分け られてその大学に

入 った と思 うもの も少な か らず 存在 す る。 しか し、

大学 とは学びの場 の一つ で しかない。 した がって、

入 学経緯 の事情は多 々あ ろ うがその大学で、今 後は

多 くの人材が還流 を開始す るには 、地域 の理念 ・

ビジ ョンが総意 として大半の 人々か ら支持 され る

必要があ る。つ ま り、地域市町村の首長は じめ、地

域 の住民 、地場企業 な どの総意 として"地 域 の将来

ビジ ョン"を 定める こと、行政 もまた ビジ ョン実現

に 向けて役割 を果たす こ とが条件な る。

この よ うに考 えて くる と、地域の ビジ ョンを構 築

してい く上 で若者 の理 解 ・協力 は不 可欠 であって、

もの ごとの論 理的 な理解 が可能 とな る年 齢 に達 し

た高校 生 の段 階 にお ける学び は極 めて重 要 な役割

を果たす。

人 々の還流 に対す る認識は まだまだ低いが、地域

の活力 を再生す る上で 、高校 生 に対 し学校 は勿論の

こ と地域 が一丸 とな って期待す る こ とや 地域/都

会 問の人材還 流 が不可欠 だ といった基本 的 な こと

の教育 を今す ぐスター トすべ きだ と考 える。

6.大 学 で の キ ャ リア教 育 の あ り方

6.1本 学の基本理念を大切にした教育

本学の理念は、概ね次のようなことを表 している。

〈本学の理念〉
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大学のあ るべき姿を常に追求 し、世界 一流 の大学

を 目指す。 そのためには次の ことを行 う。

i)来 たるべき社会に活躍できる人材の育成

ll)世 界の未来に貢献できる研究成果の創出

血)地 域社会との連携 と貢献

キ ャ リア教育 も本学 の理念 に沿 った教 育 を 目指

さな ければな らない ことは 自明であ る。理念 に沿っ

た教育 とは、何 もマニュアルをつ く り金太郎飴 の よ

うな画一的な教育 を行 うことではない。

ただ し、大 学の理念 は正 当性 を有す るわけであ る

が、潜在 的にグ ローバル化 とローカル化 とい う矛盾

す る二つの概念 を含 んでい ることか ら、この大学の

理 念 を追い求 めて行 くにはか な り努 力 と困難 を伴

うことを覚悟 しな ければな らない。この矛盾 を解 消

す るのは前述 した よ うに生命 の仕組 み を大学 の機

構 に取 り入 れ ることが必要不可欠 とな る。

この仕組 み を考 える上で一 つ のアイデ ア を提供

す るな らば、大学 に関 わる全 ての教職員 が理念 ・ビ

ジ ョンを一体的に共有 しなが ら、その教員 な らでは

の個性 を十分 に生 か したユ ニー クな授業 を追求 し

てい くことにな ろ う。一言 でいえば、ユニー クな授

業を形成す るには教員 一人ひ と りの大学の理念 ・ビ

ジ ョンへのベ ク トル合 わせ(方 向付 け)が 必要だ と

い うことであ る。

6.2大 学のア ドミッシ ョンポ リシーの明確

日本の若者 が減少 してい く中で、大学 もまた小 ・

中 ・高 と同様 に多 くの課題 を抱 える。本学で も大学

の大衆 化や学 生の多様 化 に伴 う弊 害 をでき るだけ

少 な く し、有 望な学 生を如何 に獲得 してい くか とい

った ことが大きな課題 とな る。

然 るに、大 学ではこの よ うな大学 としての存在感

を維持す るための工 夫が必 要 にな るこ とは論 を待

たない。工夫 の源 としての本学のア ドミッシ ョンポ

リシー8)は 、概 ね次の通 りで ある。

i)本 学 は、本学 の基本理念(前 述)に 沿って、「大

学のあ るべき姿 を常に追求 し、世界 一流 の大学を

目指す 」 とい う目標 を掲げ る。

ll)こ の 目標 に賛 同 し、来 た るべ き社会 に活躍 でき

る人材 にな るとい う強い意志 と情熱 をもち、勉 学

意欲 のあ るもの を求め る。

血)各 学群 、学部 それ ぞれ の分野 への高い関心 と志

望動機 ・目的意識 をもち、本学で学ぶための基礎

学力を有 してい ると認 め られ る者 の入学を希望

す る。

大学の ア ドミッシ ョンポ リシーは 、これは これで

正 当な もの と考 えるが 、大学の理念 と同様 に グロー

バ ル化 とローカル 化 とい う本質 的 に矛盾 す る概 念

を含んで いる。

したが って、この矛盾 した概 念 を解 消す るために

は、前述 した中 ・高の授 業や高校の課題研 究発表会

な どで も触れた よ うに、大学に来て欲 しい人材 と し

て、前述 した 「ふ るさとの"意 思 ある学 び"」 で実

践 してい るよ うなこ と、つ ま り、身近な 自然 ・社会

をフィール ドとして経験 した若者、地域の課題 を共

有 してい る若者 、意思決定が 自らで きる若者 をその

要件 として是非 とも追加 した い。

その理 由は、"ふ るさ と"と つ ながる若者 は基本

的 にグ ローバル化 とロー カル化 の矛 盾 した概念 を

潜在的に理解で きる と考 えるか らで あって 、大学の

理念 ・ビジ ョンにベ ク トル を合わせ ることので きる

若者 として捉 えるこ とがで きるか らである。

6.3夢 の実現構想 力 を育む

豊 かな 人生 とは必ず しも物質 的な量 の豊 か さを

追求す るこ とで はなく、自分の夢 を実現 してい くと

い う精神 的な質 の豊か さを追い求 める ことで もあ

る と考 える。む しろ、質の追及 こそが成熟社 会では

大切だ と考 える。そ して、質の豊か さを追求 した結

果、量的な豊か さも得やす くな るとい う社会の原則

を理解 しても らうこ とである。

したが って、少 な くとも大学で実施 す るキ ャ リア

教育 にお いては 、就職 活動の際 に必要 とな る企業な

ど との仕 事 に対す る考 え方のマ ッチ ン グを図 る と

い うことの重要性 を教 え込む こ とが大切 になる。そ

の よ うな戦略的 なキャ リア ビジ ョンを構想 ・遂行 し

てい くに は戦略マ ター として のポイ ン トが ある。

ここで、キャ リア ビジ ョン構 想の典型的な手順 に

関わ るい くつか の戦略 的マター を以下 の通 り示す 。

i)自 分 の夢 を認識

ll)今 の 自分 のポジシ ョンを把握

血)周 辺 の社会環境 を分析、今後 の動向予測

1V)マ イルポス トを設 定(Ex.大 学卒業時、30歳 時)

v)夢 実現の構想(分 野、社会貢献、役割 ・使命)

・社会の動 向

・夢実現 の要件(教 養、専門性、社会ルール)

・「要件獲得 と夢実現」 のた めの手順 ・工程

この よ うにキ ャ リア ビジ ョン とい うもの を考 え
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ると、高校 時代 のキャ リア教 育 と大学のキ ャ リア教

育 との大きな違 いは、大学 のキャ リア教育は本 質的

に戦略的だ とい う点であ る。

7.お わ りに

昨今 の よ うに変化 が激 しい グローバ ル化 とい う

時代 背景においては、時代 変化に悼 さす だけでは グ

ロー バル化 とローカ ル化 の矛 盾 した概念 の解 消 を

諦 めたに等 しい。

ここは、グローバル化 とmカ ル化 の矛盾 した概

念 の解 消を図 りつつ、社会 の価値観 を量か ら質 へ と

転換 し、世界 に、 日本(地 域)の 存在感 を示 してい

け る大学が、若者激減 の時代 に生き残れ る条件 であ

ろ うと考 える。

この意 味において、若者 が世界 に羽 ばたきなが ら

も、減退 しつ つある 日本社会 の現 実に 目を向け 日本

(あ るいは地域)の 再構築 に向けて興味 ・関心を寄

せ る若者 、っ ま り、社会 か らグローバル化 とローカ

ル 化 とい った相矛 盾す る期待 をかけ られ なが らも

自 らのアイデ ンテ ィテ ィを構 築 し得 るよ うな若者

を多 く輩出す るこ とこそが大学の役割で あ り、使命

であ る。

この よ うな考え方に立って、本 学キャ リア教育の

あ るべき姿について、引き続 き研 究 して行 こ うと考

えてい る。そ して、最 終的にはキャ リア教育に関わ

る諸提 案につなげて行 きたい。

註

1モ ラ トリアム:モ ラ トリアム(moratorium)は
一般 的な意味で用い るもの とす る

。ここでは、最

近 の大学生に少なか らず見 られ る 「自分で意 思決

定す ることが苦手で意 思決定 を先送 りして しま

うよ うな若者 」 を指す。

2H24年 度 高知県高等 学校 産業教 育 生徒研

究発表会(H25.1.12):主 催 ・高知県教育委員 会、

後援 ・高知工科 大学他,於 ・高知工科大学

3H24年 度 高知県建設 系高校 生 課題研 究発

表 会(H25.2.4):主 催 ・高知 県建設 系教 育協議i会、

後援 ・土木学会 四国支 部他,於 ・高知工業高校

4A高 校:長 野県飯 山北高校 、現在 は普通科 と探

究科(H24年 理数科 を発展 的 に改組)で 構成。

H22年SSHに 指 定。前身 は 旧制 ・飯 山中学校(明

治36年4月 創立)。H26年4月 再編統 合の予定。

5A高 校 の理数科課題研 究発表会:本 発表会 は、

今 回で14回 目(H25.3.19)。 市民に も公 開 され る。

今後は後継の探究科 に引き継がれ る。

6A高 校 の 「ふ るさ との"意 思 ある学び"」:本 校

の探究科では、探究活 動 と して フィール ドワー ク

を重視 し課題解決型 の学習 を取 り入れてい る。同

校の同窓会で は、探究科が取 り組 むべ き課題 研究

のテ ス トケー ス と して普 段 の授 業 ではで きない

よ うな地域づ くりをテーマ に、同校OBの 大学生

が夏休 み を利 用 して行 うロー レル夏 季大学や 同

校生徒 も参加 して行 うmレ ル文化講座 を展 開

してい る。直近 の活 動では 、H26年 度末 の北陸

新幹線延伸 を機 会 に、延伸メ リッ トを沿線 地域 に

活かすた めの 「街 づ くり政策」とい う課 題 に取 り

組んだ。

7大 林:大 林太 良(1929-2001)、 民俗学者。東京

生まれ。

8心 の心性の発達の メカニ ズム:大 林 は、体系的

発達、個体 的発達 とい う2つ の概念 で、人間の心

の発達 を受 け継 ぐ仕組み を説明す る。体系的発 達

概念 と個体的発達概念 とは、文献6)を 参照。

9日 本文化:日 本文化 は、長江 文明(稲 作 ・漁携

文明)に 由来 し、西洋 文明はメ ソポタ ミア文明(畑

作 ・牧畜文 明)に 山来す る。 これ らにつ いては、

文献9)、10)参 照。

10質 的 に豊か な生活への転換:こ こでは、量的 に

豊 かな生 活 から脱 却 して、 質 的に豊か な生 活を

目指す こ とになるので、質的 に豊かな生活 を 目指

す国家戦略は、少な くとも成 長 とい う文字は削除

し、質的 に豊 かな とい うイ メー ジを出す ために、

新たな国家戦略 として高度化戦略 と称 したい。具

体的な 中身は今後詰 めてい きたい。
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Abstract: Among the problems concerned with the diversification of student's characters, the most serious problem is 

education for students who entered the university without their own purpose and with same sense as high school days. 

The author studied about prescription to resolve these problems during two years from the view point of an Educational 

Lecturer. It was also necessary to improve our own educational programs, for example, the Study-Skills and the 

Carrier-Educations. However,—attitude to realize cooperative education with elementary, junior-high and high school is 

more important, in order to take high level education and contribute to community. So the author will try to realize 

cooperation with elementary, junior-high and high school. Furthermore, visiting lecture for elementaey, junior-high and 

high school will be promoted. —
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